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新

年

の

ご

挨

拶

理
事
長
小

澤

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員

の
皆
様
並
び
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

っ
て

お
り
ま
す
関
係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
壮
健
で
、
良
き
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
６
月
に
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
に
西

日
本
豪
雨
、
９
月
に
北
海
道
胆
東
部
地
震
等

の
大

災
害
が
発
生
し
た
中
、
県
内
で
は
７
月
２３
日
に
熊

谷
で
４‐
．１
度
の
国
内
最
高
記
録
の
気
温
が
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
夏
は
観
測
上
記
録
的
な

猛
暑
の
中
、人
バ
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
尽
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
原
油
高
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
、
好
況
な
関
連
産
業
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、　
一
部
の
中
小
企
業
や
市
町
の
事
業
所

な
ど
で
は
、
そ
の
恩
恵
が
な
い
の
も
現
状
の
よ
う

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
シ
ル
バ
ー
の
会

員
数
は
や
や
横
ば
い
で
、
契
約
金
額
に
つ
い
て
は

９
月

ｏ
ｌＯ
月
は
台
風
や
雨
天
が
続
き
伸
び
悩
ん
だ

状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
国
の
３‐
年
度
予
算
要

求
に
よ
れ
ば
、
運
営
管
理
費
に
つ
い
て
減
少
と
な
っ

て
し
ま
う
と
益

々
厳
し
い
財
政
運
営
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
国
が
進
め
る
現
役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事
業

な
ど
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
お
り
、
当
シ
ル
バ
ー
と

し
て
も
、　
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
を
は
じ
め
町
や

各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
新
た
な
事
業

創
出
に
努
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
更
な
る
会
員
の
増
強
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

会
員

一
人
ひ
と
り
が
友
人
、
知
り
合

い
の
方
を
誘

う

こ
と
に
よ
り
会
員

の
増
強
が
図
れ
る
こ
と
を

願

っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様

の

一
層

の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と

無
事
故
で
の
御
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新

年

の

ご

挨

拶

顧
問
伊
奈
町
長

大

島

　

清

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員

の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝

で

新
し

い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

介
護
予
防
事
業

ｏ
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
や
人

手
不
足

の
地
元
企
業

へ
の
人
材
派
遣
事
業
な
ど
、

地
域
支
援
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
町
長

へ
の
就
任
後
、
４
年
目
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
に
お
き
ま
し
て
は
、
夢

の

あ
る
町

・
伊
奈
町
の
創
造

の
た
め
に
掲
げ
ま
し
た

５
つ
の
重
点
施
策
の
実
現
に
向
け
、
「
お
年
寄
り
世

帯
見
守
り
た

い
」
、
「
健
康
長
寿
教
室
」
、
「
町
長
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
」
、
「
子
ど
も
医
療
費

の
高
校

生
ま
で
の
無
償
化
」
な
ど
様

々
な
事
業
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
は
、
伊
奈
中
央
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
や
手
話

の
普
及
啓
発
事
業
な
ど
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

当
町
が
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
少
子
高
齢
化
に
対

応
し

「伊
奈
町
に
住
ん
で
よ
か

つ
た
、
こ
れ
か
ら

も
ず
―

っ
と
住
み
続
け
た

い
」
そ
ん
な
お
互

い
が

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
会
員

の
皆

様
の
ご
協
力
が
大
変
重
要
と
な

っ
て
参
り
ま
す
。

来
年
は
、
町
制
施
行
５０
周
年
を
記
念
し
、
町
民

の
皆
様
が
元
気
で
い
き

い
き
と
楽
し
く
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
高
齢
者

の
方

々
の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
、
活
躍
の
場
づ
く
り
な
ど
高
齢
者
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す

の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益

々
の

ご
発
展
と
本
年
が
会
員
皆
様
に
と

っ
て
、
す
ば
ら

し
い
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



回 開催日 主 な 内 容

第
５
回

8月

1日

決議の省略について

提案事項

第1号議案 入会希望者の承認について

第
６
回

9月

3日

決議の省略について

提案事項

第1号議案 入会希望者の承認について

第
７
回 日
明
２７

決議事項

第1号議案 新規加入会員の承認について
第2号議案 会員理事の利益相反に係る事項につい

ての理事会承認について

協議事項

・埼玉県最低賃金の引上げに伴う、センター最低基

準単価の改正協議について

・会員「1人一声加入運動」と「1人一声就業開拓

運動」の展開について

報告事項

・平成 30年 4月～8月分事業実績

その他

0健康講座の開催について 等

一第
３
回

11月

1日

決議の省略について

提案事項

第1号議案 入会希望者の承認について

第
９
一回

11,1

19日

決議事項

第1号議案 新規加入会員の承認について
第2号議案 平成 30年度第2回収支補正予算の承

認について

第3号議案 会員理事の利益相反に係る事項につい
ての理事会承認について

報告事項

・平成 30年 4月～ 10月分事業実績

・平成 30年度地域班活動について

・地域班の統合について

。事故報告について

。「お客様満足度」アンケート集計結果について 等

第
栂
ロ

12月

20日

決議事項

第1号議案 新規加入会員の承認について
第2号議案 会員理事の利益相反に係る事項につい

ての理事会承認について

第3号議案 理事・監事選考委員会の承認について
報告事項

・平成 30年 4月～ 11月分事業実績

・会計監査の改善報告書について

・事故報告について 等

伊
奈
町
議
〈
至
峨
長

佐

藤

弘

一

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「伊
奈
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
皆
様
が
、
そ
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
に
主
眼
を
置
き
、
日
頃
か
ら
、
「高
齢
者
の
就

業
機
会
の
確
保
並
び
に
社
会
奉
仕
活
動
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
づ
く
リ
ヘ
寄
与
す
る
」
と
い
つ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
の
目
的
を
率
先
垂
範
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
哀
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
事
業
団
の
時
代

か
ら
、
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
「セ

ン
タ
ー
に
は
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
…
」
と
い

う
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
そ
の
懇
切
丁
寧
な
仕
事
内

容
は
多
く
の
町
民
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
方
々
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
心
身
と
も
に
、
若
い
世
代
の

方
々
と
同
様
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
つ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
死
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
社
会
を
支
え
る
貴
重
な
原
動
力

で
あ
り
ま
す
。
現
役
時
代
に
培
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
知
識
や
経
験
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

ンヽ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ま
す
ま
す
の
充
実
と
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
最
大
限
、
皆

様
方
を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
、
平
成

３‐
年
は
、
元
号
が
変
わ
り
ま
す
。

新
元
号

の
も
と
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
健
康
に
は

十
分
留
意
さ
れ
、
輝
か
し

い
飛
躍

の

一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成30年度 理事会開催状況 (3月～12月 )
新

春

を

迎

え

て



住
所
や
電
話
番
号
、
緊
急
時

の
連
絡
先
な
ど
、
変
更
が
生
じ

ま
し
た
ら
必
ず
事
務
局
へ
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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レ

Ｌ

本

南

本

栄 栄

南

新
入
金
員
一紹
介

評
鶴
一町
ト

左
記

の
方

々
が
シ
ル
バ
ー
に
入

会
さ
れ
、
皆
様

の
仲
間
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
　

　

（敬
称
略
）

30年分公的年金等に係る
雑所得の算出方法

※会員の所得が配分金だけの時は 103万円 (基礎控除 38万円+65
万円)までは所得税は課せられません。

年金所得者の申告不要制度について

【確定申告は自宅で作成し郵送で提出できます】
・国税庁ホームページ

(http://wwwonta.go.jp)「確定申告書等作成コー

ナー」をご利用いただくと自宅等で確定申告書が作

成できますので、書面で印刷して郵送 Oe一Taxで送
信 (事前準備が必要)のいずれかでご提出ください。

|■問合せ

上尾税務署 〒362-8504     1
(上尾市大字西門前577番地)|

a代表電話口48‐770E18001
電話がつながりますと音声案内が流れるの |

‐
で、こ用件の内容に応じた番号を選んでく |

ださい。

配分金の確定申告について
シルバー人材センターで得た配分金収

入は、「雑所得」となり、配分金収入及び公

的年金等の所得がある場合、税額計算等

は下記のとおりです。

(1)配分金の所得

配分金の収入金額―必要経費 (最高65万

円)

(2)公的年金等の所得

右記30年分参考、公的年金等に係る雑

所得の算出方法による

(3)税額計算

【《1)十(21■その他の所得)一 (所得控除)】 ×

適用税率=所得税額

【(所得税額)― (税額控除)】 十復興特別所

得税―源泉徴収税額=申告納税額

※復興特別所得税額は

【(所得税額)― (税額控除)】 ×2。1%
(平成25年から平成49年 の各年分について、復興

特別所得税を所得税と併せて申告・納付すること

とされています。 )

公的年金等の収入金額が400万 円以下であり、

かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が

20万 円以下である場合には、所得税の還付を受け

る場合等を除き申告書の提出は必要ありません。

※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、

市区町村の住民税の申告が必要な場合があります。

なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告の

提出が要件となっている控除 (例えば、純損失や雑

損失の繰越控除など)の適用を受ける場合には、確

定申告の提出が必要となります。

また、平成27年分以降は、外国の制度に基づき国

外において支払われる年金など源泉徴収の対象と

ならない公的年金等を受給されている方は、この制

度は適用されないこととなりました。

65歳未満 (日召和29年 1月 2日以降生まれ)の方

70万円まで 0円

70万円超 130万円未満 収入金額-70万円
130万円以上 410万円未満 収入金額 ×0.75-37。 5万円

410万円以上 770万円未満 収入金額 ×0。 85-78。 5万円

770万円以上 収入金額 ×0。 95-155.5万 円

65歳以上 (日召和29年 1月 1日以前生まれ)の方

120万円まで 0円

120万円超 330万円未満 収入金額-120万円
330万円以上 410万円未満 収入金額 ×0.75-3フロ5万円
410万円以上 770万円未満 J又 `入金:額 ×0.85-78.5万 円
770万円以上 J又入≦≧:頭 ×0.95-155.5フラ1羽



シルバ下人1材センター■をこ―活用||く|だ
.さ
|し こヽ

シルバー人材‐セ|ンタ■|よ公共的 1公益的な団体ですのでtl‐収益|を目的にしていません。安心し|て仕事をお任せくださいま

こんな仕事をお引受けしています。

大工・塗装・板金は簡易な作業に限ります。

(企業 0家庭 0公共団体

菫離曇磋轟こ殿髯黎鱚簗鮨腋虔笠文巡魃魃靱

■雇用による就業

事業所の社員と混在して就業することや、発注者の指揮命令の下で就業
する仕事の場合は、労働者派遣事業や優良職業紹介事業によりお引き受け
することができますので、こ相談ください。

家事援助
サービス

宛名書き。筆耕 (毛筆)

パソコン入力作業

植本の手入れ

草取り・機械除草

工場 。店舗での

軽 作 業

障子・襖・

網戸の張り替え

大工仕事、ベンキ塗、

板金作業

(1階まで)

各種清掃作業

植本 `花等の水やり

刃物とざ(一部相談)まな板削り

その他、臨時的、短期的な仕事

会員には、セン

ターから配分金
が支払われます。

堺

「安
全
第

一
」
の

就
業
を

就
業
途
上
の
自
転
車
等
の
事
故

や
就
業
時
の
事
故
、
そ
の
原
因
の

大
半
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
と

言

っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。作
業
を
始
め
る
前

に
段
取
り

や
周
囲
の
状
況
な
ど
念
に
は
念
を

入
れ
た
十
分
な
安
全
確
認
を
し
ま

し
よ
つヽ
。

■平成30年度傷害・物損事故発生状況 (8月～12月 )

機械除草中の石跳ねにより、駐車

中の車輛のバック ドアガラスを破損

してしまつた。

植木剪定作業中、脚立から足を滑

らせ道路に落下し両足かかとを骨折

してしまつた。

豊かな知識と経験を活かし高齢者の生きがいづくりに役

立ちます。健康のために、楽しみながら汗を流しながら働い

てみませんか。町内にお住まいの原則60歳以上の健康で
働く意欲のある方で、センター趣旨に賛同いただければ、ど

なたでも会員になれます。

◎入会説明会(定例)/毎月第3水曜日(祝日の場合第4水曜日)

午前9時30分～

◎女性向け入会説明会/3月 5日 (大)午後2時～

◎場所/センター会議室

■間合せ 事務局 TEL720-5911



今
年
も
、
日
頃
か
ら
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
住

民
の
方
々
や
町
行
政
に
対
し
、
そ
の
感
謝
に
応
え
る
こ
と
と
、
セ
ン
タ
ー

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
に
多
く
の
セ
ン
タ
ー
会
員
が
参
加
し
て
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

８
月
１９
日
に
は
伊
奈
ま

つ
り
後

の
会
場
周
辺
、
１０
月
１３
日
に
は
当

セ
ン
タ
ー
、
役
場
付
近

の
道
路
や

公
園
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

ィァで■サ

自
転
一車
・事
故
一を
・無
一く
・す
一た
・め
一に

去
る
１０
月
１６
日
、
安
全

ｏ
適
正
就
業
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
「自
転
車
安
全

運
転
講
習
会
」
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
上
尾
警
察
署
員
、

福
祉
協
議
会
会
議
室
及
び
近

く

の
広
場
を
会
場
に
Ｈ
名

の

会
員
が
参
加

し
、
講
義
と
実

際
に
自
転
車

に
乗
車
し
て
の

模
擬
コ
ー
ス
で
の
走
行
テ
ス
ト

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

し
て
交
通
事
故
皆
無
を
め
ざ
し

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

町
生
活
安
全
課
職
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
社
会

運

転

技

能

を

再

確

認

雷

動
車
交
通
安
全
講
買

３

上
尾
警
察
署
交
通
課

の
協
力

の
も

と
、
‐２
月
１８
日
自
動
車
交
通
安
全
運
転

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

‐４
名

の
会
員
等
が
参
加
し
、
自
動
車

の
安
全
運
転
の
再
確
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
専
門
講
師
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

視
聴
や
講
話
に
よ
る
安
全
教
育
で
受
講
し

た
会
員
か
ら
、
「日
頃
の
運
転
を
再
確
認

し
、
安
全
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（自
転
車
安
．全
●
一．

一―
運
転
講
一習
会
）



町
一総
合
文
化
察
で

啓
一発
活
動
を
一実
一施

Ｈ
月
Ｈ
日

（日
）
、
「町
総
合
文
化
祭
」

会
場
に
て
役
員

・
地
域
班
長
が
参
加
し

て
、
チ
ラ
シ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
を
手
渡

し
、
入
会
案
内
や
仕
事

の
依
頼
に
つ
い

て
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
除
草
作
業
や
植
木
剪
定
、
小

修
繕
な
ど
の
ご
依
頼
を
受
け
る
な
ど
、

啓
発
活
動
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

伊
奈
町
シ
ル
バ
ー
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

（彩
の
国
い
き
い
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

１１
月
１８
日

（日
）
に
県
民
活
動
総
合
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
た

「彩

の
国

い
き

い
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
当
セ
ン
タ
ー
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年

で
４
回
目
の
参
加
に
力
も
入
り
、

女
性
会
員
有
志
に
よ
る
手
づ
く
り
の
赤
飯

の
販
売
も
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
に
よ
る
手
芸
品
の
販
売
、

ヨ
ー
ヨ
ー
販
売
も
熱
が
入
り
、
足
を
止
め

た
来
場
者

に
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
力
が

入

っ
て
い
ま
し
た
。

‐lⅢ

健
康
一長
一寿
教
室
一を
一開
一催

今
年
も
９
月
２８
日

（日
）
町
健
康
増

進
課
の
協
力
の
も
と
、
健
康
講
座
「健

康
長
寿
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
「家
庭
で
も
簡
単
に
で
き

て
い
つ
で
も
元
気
な
シ
ル
バ
ー
会
員

で
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
か
き
ま
し
た
。

「交
通
安
全
」
を
呼
び
掛
け

（高
齢
者
交
通
安
全
声
掛
け
隊
）

去
る
９
月
１４
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
Ｈ
月
２７
日
に
ウ
エ
ク
ス
で
地
域
の
局

齢
者
等
に
対
す
る
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
声
掛
け
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
者
に
関
わ
る

事
故
報
道
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
、
事
故
に

あ
わ
な
い
、
あ
わ
せ
な

い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気

を
付
け
ま
し
ょ
つ
。

９
月

２２
日
（土
）
に
開
催
さ
れ

た

（公
）
い
き
い
き
埼
玉
主
催
の

フ
ァ
ィ
ン
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
当
シ
ル

バ
ー
か
ら
小
澤
理
事
長
と
津
川
理

事
が
参
加
。
大
島
町
長
も
サ
プ

ラ
イ
ズ

で
特

別

参

加
。
人

生

一
１
０
０
年
時
代
生
き
生
き
と
自

螂
分
ら
し
く
、
み
な
さ
ん
大
変
お

勒
し
や
れ

饒
で
し
た
。

ゝ

〓

‥

∫

¨
二

べ



小
澤
　
勲

会
員

（柴
中
若
北
）

鬱
名
　
一甲
主
ヽヽ
コ
１
　
５
歳

○
警
段
鋤
　
　
私
と
散
歩
し
な
が
ら
遊

生
活
　
ん
で
疲
れ
る
と
、
寝
た
り
起

き
た
り
の
繰
り
返
し
。

Ｏ
食
　
事
…
キ
〓
フ
ツ
ト
ミ
ッ
ク
ス

機
機
ゃ
っ
…
牛
乳
、
か
つ
お
節

◎
特
　
徴
…
夜
間
に
ネ
ズ
ミ
、
モ
グ
ラ
を

上
手
に
取
る
。

パーベキュー大会

Ｈ
月
４
日
（日
）
今
年
度
は
第

１
回
バ
ト
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
計
画

し
た
と

」ゝ
ろ
総
勢
３６
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
空
の
下
、
〈
バ

員
相
互
の
親
睦
・情
報
交
換
が
図

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
野
外
で

の
解
放
さ
れ
た
雰
囲
気
を
味
わ
つ

た
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

⑬

絣
絋蛯

最
近
、
お
客
様
や
住
民
の
方
か
ら
鎌
等

使
用
道
具
の
置
き
忘
れ
の
連
絡
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
危
険
物
を
民
家
や
公
園
に
置

き
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
さ
ん

等
に
対
し
、
負
傷
さ
せ
て
し
ま
う
原
因
に

も
な
り
大
変
危
険
で
す
。
終
業
後
は
置
き

忘
れ
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

鋒
鶉
鋏
黎
鑽

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
が」
ざ

い
ま
す
。

昨
年
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン

タ
ー
の
愛
称
が
シ

エ
ア
パ
ワ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
決
定

い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
愛
称

が
普
及
し
て
い
く
と
思

い
ま
す

が
、
そ

の
大
き
な
原
動
力
と
な

る
の
は
や
は
り
会
員

の
み
な
さ

ん

の
力

貧

ワ
ー
）
で
す
。
会

員

の
増
強
は
通
年

の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
知
り
合

い

の
方
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【訃
報
】

神
坂
紀

子
会

員
（
中
央
）

７６
歳

護
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り

い
た
し
ま
す

伊奈 町
シルバT人材センター


